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家族 教育 職業 友人 健康 戦争 他 不明 全体
10代前期19．240．8 一 0．8 1．6 2．2 3．2 27．2100．0（125）
中期 9．9 6L83．8 1．5 1．5 2．3 2．3 16．8100。0（131）
後期 12．638．925．7 4．2 5．4 1．8 一 11．4100．0（167）
20代前期38．6 4．5 27．3 8．5 1．1 1．1 1．7 17．0100．0（176）
中期 62．3 2．5 11．7 4．9 3．1 0．6 0．6 14．2100．0（162）
後期 62．2 2．0 14．94．7 2．7 ｝ 0．7 12．8100．0（148）
30代前期62．8 1．5 8．8 5．1 5．1 一 2．2 14．6100．0（137）
中期 46．2 6．1 12．3 5．3 4．4 一 0．9 24．6100．0（114）
後期 45．9 4．7 12．9 1．2 5．9 皿 2．4 27．1100．0（85）
40代前期42．7 5．8 13．6 8．7 7．8 一 1．0 20．4100．0（103＞
中期 39．115．612．5 1．6 1．6 一 1．6 28．1100．0（64）
後期 50．0 6．8 4．5 一 6．8 一 4．5 27．3100．0（44）
50代前期52．914．711．8 5．9 一 ｝ 2．9 11．8100．0（34）
中期 53．815．4 皿 『 一 一 7．7 23．1100．0（13）




















家族 教育 職業 友人 健康 戦争 他 不明 全体
10代前期17．043．4 ｝ ｝ 11．37．5 心 20．8100．0（53）
中期 6．6 60．7 3．3 1．6 4．9 1．6 ｝ 21．3100．0（61）
後期 5．3 40．033．31．3 5．3 2．7 一 12．0100．0（75）
20代前期11．819．742．15．3 3．9 1．3 一 15．8100．0（76）
中期 26．710．038．33．3 一 3．3 一 18．3100．0（60）
後期 45．9 一 39．3 ｝ 一 1．6 一 13．1100．0（61）
30代前期37．5 一 32．13．6 L8L8一 23．2100．0（56）
中期 15．9 4．5 56．8 一 一 一 4．5 18．2100．0（44）
後期 18．9 2．7 54．12．7 5．4 一 5．4 10．8100．0（37）
40代前期15．410．361．52．6 一 一 一 10．3100．0（39）
中期 19．2 7．7 38．5 一 一 一 一 34．6100．0（26）
後期 20．0 5．0 30．0 ｝ 15．0 』 5．0 25．0100．0（20）
50代前期27．8 一 55．6 『 一 一 一 16．71GO．◎（18）
中期 35．7 一 35．7 『 一 一 一 28．6100．0（14）

































20代 結婚子供の誕生 希望先への就職・転職 恋愛　趣味




一 夫婦の不和離婚 仕事への不適応転勤 失恋
育児義父母との同居 上司・同僚との不和
30代 結婚子供の誕生 仕事順調　昇進栄転 恋愛趣味? 自宅の取得・新築 転職　独立 健康の回復
子供の成長 就職（女性） 余暇時間の増加





40代 子供の進学・就職 仕事順調　昇進転職 健康の回復? 自宅の購入・新築 就職（女性） 余暇時間の増加
家計の安定





50代 子供の進学・就職 昇進 余暇蒔間の増加?
子供の結婚孫の誕生 就職（女性）
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家族の病気・死 定年退職再就職 病気
一 夫婦の不和・離婚 昇進の停止（窓際族）
注．戦争という特定のコーホートに固有の経験，および放送大学入学という今
　　回の対象者に固有の経験は表から除外した。
回想法による人生の浮沈曲線の分析 li
後々まで残る。われわれはその痕跡を回想された人生の浮沈曲線の中に見い出すのである
（一部の人々にとって放送大学入学はそうした過去の挫折経験に対する補償的行為であ
る）。
　②20代は家族経歴上の出来事が人生の浮沈に大きくかかわる時期である．中でも最
大のものは生殖家族の形成を意味する結婚と子供の誕生である。この傾向は男女に共通で
ある。「男は仕事，女は家庭」という図式は人生の浮沈曲線の分析を通して見る限り正し
くない（少なくとも単純過ぎる）。「女は家庭，男は家庭も仕事も」という図式の方がより
現実的である（それが理想的であるかどうかはまた別の問題である）。
　③30代は，女性の場合，家族経歴上の出来事の影響力が相対的に弱くなる時期であ
る。子供の成長とそれに伴う教育問題が重要な関心事になる反面，それまで育児に消費し
ていた時間を家族以外の領域での活動（再就職地域活動，趣味など）に向けるようにな
る。一方，男性の場合，30代は職業経歴上の出来事の影響力が相対的に強くなる時期で
ある。仕事のやりがい，昇進といったことが大きな関心事になってくる。それが望めない
場合は，転職というライフコースの方向転換を考えるようになる。このように男女が互い
に家族への関心を相対的に弱める結果，夫婦の不和や離婚という出来事も経験されやすく
なってくる。
　④40代は，女性の場合，30代のときと状況にそれほど大きな変化はない．子供の成
長に伴う出来事（進学や就職）に一喜一憂しながら，家族以外の領域での自己実現の可能
性について模索する（一部の人々にとって放送大学入学はそうした行動の1つである）。
一方，男性の場合，40代は職業経歴上の出来事の影響力が相対的に弱くなる時期である。
いや，正確には，職業経歴上の出来事が強い影響力を持ち続ける人とそうでない人に分化
していくという言い方があたっていよう。男性の職業経歴において40代は「先が見える」
時期である。先が見えてしまった場合，その職場を離れるか（転職），その職場にとどま
りながら仕事以外の領域に関心を移していくかのどちらかをとることになる。
　⑤50代は（該当するサンプルが少ないのではっきりしたことはいえないが）男女と
も家族経歴上の出来事が再び影響力を増してくる時期である。子供たちは経済的に独立
し，彼ら自身の生殖家族を形成し始める。子供の卒業，就職，結婚，孫の誕生という一連
の出来事（およびそれに伴う儀式）は，本人夫婦の家族経歴における1つの時代の終わり
を象徴するものであると同時に，次の時代の幕開けを自覚させるものでもある。
　以上の記述は，表4に示された出来事群の中でもとくに年齢関連的な出来事を軸にして
行なったものである。したがって，ここで述べられた人生の浮沈曲線の変化のありさまは
構造的なものであるという印象を与えるだろう。確かに人生の浮沈曲線は十人十色のよう
に見えて本質的には彼らがその内部で生きているところの社会構造を反映したものなので
ある。ただし，個々人の浮沈曲線はそうした構造がストレートに顕在化したものではな
く，家族の病気や死，本人の病気などに代表される非年齢関連的出来事（分かりやすくい
えば，いつ経験するか予測がつきにくい出来事）が擬乱要因として介在することにより，
屈折した形で顕在化したものである。もっともその場合でも，たとえぼ父親の死が子供の
人生に与える影響の中にその社会の構造的特性は反映されているはずである。
12 大久保　孝　治
4　残された課題
　本稿での分析は以上で終わるが，残された課題について2つあげておく。
　①今回の調査のデータからでは出来事が浮沈曲線にもたらす作用の方向（上昇か下降
か）はわかったが，大きさは測定できなかった。当初，変化の大きさ（時点問の浮沈度の
絶対値）によって測定できるものと考えていたのだが，この考えには盲点があった．それ
はある出来事によってもたらされた変化の大きさは前の時点の水準に影響される相対的な
ものであるという点である。つまり，場合によっては，マイナスの意味付与をされた出来
事であるにもかかわらず，その前の時点があまりに悪かったため浮沈曲線に相対的な上昇
をもたらすことさえあるのである。
　②今回は男女別の分析は行なったが，出生コーホート別の分析はサンプル数の関係で
行なえなかった。出生コーホートを異にする（換言すれぼ，調査時点での年齢を異にす
る）対象者を一緒にして分析を行なっているために，世代による浮沈曲線の違いというよ
うなものを検証することはできなかった。また，同じく10代の頃を回想してもらう場合
でも，現在20代にある対象者と50代にある対象者では回想の射的距離が違ってくる。当
然，そこに存在する出来事の種類や数も違ってくる。そうした違いが浮沈度の認識に及ぼ
す効果についても検証することはできなかった。
　こうした点以外にも問題とすべき点はあると思うが，それらを工夫・改善した調査デザ
インで次回の調査を実施したい。
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